
暑い夏を乗り越えよう！暑熱対策をしよう！

《こんな牛に注意》
残飼が多い、飼槽が濡れるほどよだれ、口を開けて早い呼吸をするなどの
熱中症の初期症状には、冷水を飲ませる、送風して冷やすなど早めに対処
し、獣医師の診療を受けさせましょう。
《対応策の例》
牛：

●いつでも新鮮な水を（冷水◎）
●ビタミンとミネラルを与える

（鉱塩やザラメでもOK)

畜舎：●畜舎屋根や周囲に散水・放水、屋根壁に断熱材
屋根に石灰塗布 カーテン（メッシュ）

カーテン（植物） 畜舎内の通気とミスト
（ファンを一部斜めにして流れを作る）

ウォータカップと鉱塩

農家さんごとに設備・環境・立地条件が異なりますので、暑熱対策
はさまざまです。まずはできることから試してみることが大切です！！


